
【令和５年度】

個別避難計画作成支援事業 実施手順

Step１ 災害時要援護者名簿登録状況確認

Step６ 計画書の提出及び謝礼金請求手続き

Step４ 個別避難計画書の作成状況の確認

Step３ 作成支援意向確認及び承諾書作成

Step２ 作成支援事業の支援対象確認

Step５ 個別避難計画の作成支援

作成支援
対象確認



個別避難計画作成支援事業（概要）

（１）個別避難計画を作成する意義
災害時要援護者は災害時に安全な場所へ避難し、避難先での避難生活を送ること
に支援が必要な方です。避難先、支援の方法や内容を明らかにし、本人や避難支援
者、市、地域支援組織でその情報を共有し、平常時から支援方法等を確認し合うこ
とで、災害時により実効性のある避難行動や避難支援につながることを目的に作
成するものです。

（２）個別避難計画作成支援事業について
個別避難計画は、基本的には、ご本人やご家族が作成するものです。しかし、障がい
や介護の程度の高い方ほど、要援護者やそのご家族だけでは、避難先の選定やコミ
ケーションの取り方を含め支援の方法や内容、避難先での生活支援等の記入が難しく、
作成が進まない現状があります。そのため、上記の方の個別避難計画については、福
祉サービスの内容や身体状態等を把握している介護支援専門員や相談支援専門員等
の福祉専門職の方の協力が必要不可欠と考えております。
市としましては、上記対象者の作成支援をしていただいた場合、所属する事業所に対
して市から謝礼金をお支払いさせていただく事業を実施し、取組を進めていきます。



＜R5年度作成支援事業対象者＞

災害時要援護者 かつ 障がいや介護度の高い方

身障１・２級、精神１級、療育A

要介護度３・４・５

＜作成主体＞

（１）介護支援専門員
（２）相談支援専門員
（３）福祉専門職
（上記、専門職による計画作成担当
がいない方）

＜謝礼金支給額＞

１件４，０００円
要援護者１人につき、１回を上限
とし、１事業所にのみ支払う。
（更新分もあり）

令和６年３月３１日まで提出分



吹田市からバーコード付き個別避難計画書が送付された方のうち、個別避難計画作成

支援事業の対象要件を満たす方、かつ、作成支援の意向がある方が作成支援対象です。

Step2

次に、作成支援事業の対象要件に対する該当者かどうかを確認ください。

①身体障がい者手帳「１級」又は「２級」の方
②療育手帳「A」の方
③精神障がい者保健福祉手帳「１級」の方
④要介護認定「要介護度３～５」の方

Step１

まずは、バーコード付き個別避難計画書を持っているかどうかを確認ください。

➡持っている方は、要援護者名簿に登録のある方です（１０ケタの台帳番号併記）。

Step3

個別避難計画を作成する意向があるかを確認ください。
事業所による作成支援の意向があるかを確認ください。

Step１～３の要件を満たす場合に
作成支援事業の作成対象になります。

災害時要援護者名簿登録状況確認

作成支援事業の支援対象確認

作成支援意向確認及び承諾書作成

様式第２号にて、ご本人署名を必ずもらってください。

【作成支援対象確認作業】



Step4 個別避難計画書の作成状況の確認

ご本人のご自宅にある個別避難計画書を確認ください。

手元に
ない

手元に
ある

➡市役所に既に提出した場合

➡無くした、もしくは不明な場合

福祉総務室（6384-1363）に問い合
わせください。
再発行、もしくは提出済みの計画書を
１部コピーの上、ご本人のご自宅に送
付させていただきます。

２ページ目の最下段の個別避難計画作成者欄を確認ください。

➡記入済の場合 福祉専門職の方の作成支援を既に受けてい
るかどうかをご確認ください。

➡未記入の場合 Step5     へ

①本人・ご家族・友人・地域団体の方が作成
（福祉事業所の方以外が作成した場合）

②福祉事業所が作成
Step5     へ

市の作成支援事業で謝礼金を受取っていないか確認が必要です。
福祉総務室 （6384-1363） に問い合わせください。



市HP
個別避難
計画

参考見本



個別避難計画
について

参考見本



Step５ 個別避難計画の作成支援

ご本人やご家族さんの意向を確認しながら、一緒に記入を進めてください。

作成済みの場合も同様

▼記入にあたっては、福祉専門職としての意見を踏まえながら、
最初の項目から最後の項目までを、上から順に確認しながら、避難先、コミュニケー
ションの取り方、不安に思っていること、支援の方法や内容等を記入してください。

▼計画書に既に記入がある箇所については、
追記や加筆が必要な内容がないかを確認の上、必要に応じて加筆修正ください。

▼福祉事業所だけでは決めれない、他機関と調整が必要な項目について
避難先や避難支援者、避難方法等で、地域や避難先施設、行政等との確認の場や調整
が必要なため、福祉事業所だけでは、決めれない、記入しにくい項目については、現時
点の到達点としてご本人等と決めた内容について記入ください。その上で、必要な支
援としてあるべき内容として（今後要調整）等と追記の上、作成支援を終えてください。

▼記入が終わりましたら、作成者名等を記入し、複写の上、原本を市に提出ください。
２ページ目の作成者欄に事業所名や作成支援者名、連絡先等を記入ください。
既に作成者が記入されている場合は、枠外の余白に記入ください。



作成支援をするにあたって確認が必要な情報【市のHP（防災）から確認できます。】

防災の基礎知識（在宅避難、指定避難所や福祉避難所の役割、備蓄品や持ち出し袋など）

市域の予想震度・・・・市全域が震度６以上

市の洪水ハザードマップ・・・・市南部地域は確認が必須

避難情報（市町村から発令される）・・・・・高齢者等避難（警戒レベル３）で避難所開設、避難開始

※避難情報は吹田市から住民に対して発令されるもの。

要援護者の自宅周辺地図・避難所・福祉避難所の位置情報

災害時要援護者登録制度（要援護者名簿）・・・・要件を満たし、要支援と意思表示のあった方を登録。

提出前に必ず確認してください。

□様式第２号（本人の作成支援意向と情報提供承諾書）があるかどうか

□個人情報の記載について、本人の同意を得ているか（避難支援者、緊急連絡先等）

□原本を提出し、複写した計画をご本人もしくはご家族に渡したかどうか

QRコード
市HP
要援護



Step６ 計画書の提出及び謝礼金請求手続き

個別避難計画書及び様式第２号を同封の上、ご本人に送付しています返信用封筒にて、
福祉総務室へ提出ください。

①計画書、意向確認及び承諾書提出

②内容確認

事業所 福祉総務室

③内容承認通知、謝礼金支給請求書送付

④謝礼金支給請求書提出

⑤支払通知書送付

⑥後日指定口座に支給

（様式第２号）

（様式第４号）

（様式第３号） （様式第４号）

（様式第５号）

＜計画内容の更新について＞
初回作成支援事業手続き後の計
画内容の更新は、必ず更新届
（様式第６号）と更新前後の計
画書の写し１部を市に提出くだ
さい。

更新作成支援謝礼支給基準に基
づき、支給該当項目があった場
合には、要援護者１人につき年
１回を限度に更新謝礼2,000円
を１事業所に支給させていただ
きます。事務の流れは左記②以
降の流れと同様となります。


